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愛
知
欝
多
町
で
進
む
太

陽
光
発
禿
設
の
建
設
工
事
に

つ
い
て
、
行
政
側
や
一
部
の
住

民
が
懸
念
を
示
し
て
い
る
。
計

画
の
全
容
が
示
さ
れ
な
い
ま

ま
、
一
力
月
半
ほ
ど
で
山
林
の

樹
木
が
一
気
に
黛
さ
れ
る
な

ど
し
六
た
め
だ
。
事
薯
は
法

律
や
条
例
に
従
っ
て
い
る
と
説

明
し
て
き
た
が
、
十
八
田
に
町

内
で
初
の
住
民
説
明
会
を
開

く
。
太
晃
発
を
巡
っ
て
は

、

、
゛

、

r
.

ノ
、

斤栗

愛
知
県

1

回
名
古
屋
市

把
握
で
ぎ
て
い
な
い
。

事
業
者
は
、
本
紙
の
取
材
に

「
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
下
で
粂

を
営
む
予
定
で
、
こ
の
場
合
、

条
伊
か
届
け
出
を
不
要
と
し
て

い
、
」
「
計
画
踊
は
謬
に

分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
百
1
百
三

十
平
方
厨
程
度
。
(
県
条
例

の
)
基
準
以
下
だ
」
と
主
張
。

県
に
も
説
明
し
た
と
す
る
。

一
方
、
県
は
「
届
け
出
な
し

で
可
能
な
工
事
規
模
を
超
え
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
し
、

計
画
の
余
・
、
,
が
分
か
る
類

の
提
出
を
求
め
た
が
、
事
業
者

<
.
、

避
難
経
路
綴
篠
難
し
く

口

大
阪
の
繁
蕃
薪
地
の
雑
居
ビ
ル
火
災
は
二
十
四
人
が
死
亡
す
る
大
惨
事
と
な
っ
た
。
男

が
四
階
に
あ
る
ク
リ
一
ヲ
ク
の
出
入
り
口
に
近
い
、
受
付
付
近
に
焚
し
た
と
み
ら
れ
、
中
に

い
た
多
く
の
人
が
鰹
と
な
っ
た
。
専
門
家
は
小
規
模
な
ビ
ル
は
構
造
上
、
謬
の
避
難
経
路

を
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
福
す
る
。

の
生
鮮
卸
売
業
「
高
山
査
青

果
」
が
、
中
国
産
の
ウ
ナ
ギ
を

愛
知
県
産
と
偽
っ
て
販
売
す
る

火
災
が
あ
っ
た
八
階
建
て
の

雑
昼
ル
は
大
通
り
に
E
、

奥
に
細
長
い
構
造
出
火
元
と

み
ら
れ
る
四
階
の
ク
リ
一
ヲ
ク

は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
上
が
る

と
、
す
ぐ
に
窓
が
あ
る
待
合
室

と
受
付
が
あ
る
。
患
者
ら
は
そ

こ
か
ら
奥
の
診
鑾
な
ど
に
進

む
。
非
隆
は
レ
ベ
ー
タ

ー
の
隣
に
あ
り
、
建
物
の
外
に

し
た
と
発
表
し
た
.
県
の
調
査

に
、
同
社
は
少
な
く
と
も
五
年

前
か
ら
偽
装
し
て
い
た
こ
と
を

認
め
た
。
県
は
、
同
社
が
加
工

販
売
し
て
い
る
全
て
の
食
品
を

点
検
し
た
上
で
原
因
究
明
や
再

発
防
止
策
空
月
末
ま
で
に
報

告
す
る
よ
う
、
、
示
し
た
。

県
に
よ
る
と
、
同
社
は
弌
月

一
日
か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で

の
閲
谿
県
と
中
国
か
ら
ウ

ナ
ギ
討
一
方
頁
干
五
奎
仕

入
れ
て
、
開
き
に
加
工
。
中
国

産
を
愛
知
産
と
同
じ
箱
に
入

れ
、
少
な
く
と
も
六
千
六
百
四

出
ら
れ
る
出
入
り
口
は
他
に
な

か
っ
た
と
み
ら
れ
ゑ

ビ
ル
に
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
は

設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、

建
物
の
規
模
が
舎
い
た
め
設

置
義
務
は
な
い
。
大
阪
市
消
防

局
に
ょ
る
と
二
0
一
九
年
三
月

の
直
近
の
定
期
検
査
で
も
防
火

上
の
砺
は
確
認
さ
れ
て
い
な

力
っ
た

産
地
の
偽
装
を
認
め
て
謝
手
る
東

隆
萇
・
Π
日
午
後
岐
阜
暑

山
市
豊
町
の
高
山
喜
果
で

ル
と
同
じ
く
避
難
経
路
と
な
る

盟
は
一
力
所
。
防
災
シ
ス
テ

ム
研
究
所
(
棗
)
の
山
村
武
彦

所
長
に
ょ
る
と
、
同
程
度
の
規

模
の
ビ
ル
で
は
一
力
所
だ
け
と

い
う
の
が
一
般
的
だ
と
い
う
。

定
小
・
的
な
立
ち
入
り
調
査
て
発

覚
。
仕
入
れ
時
の
伝
票
に
は
愛

知
産
と
中
国
産
が
あ
る
の
に
、

納
自
闘
の
伝
票
が
愛
知
産
に
な

つ
て
い
る
こ
と
に
調
査
員
が
気

付
い
た
。
県
が
調
査
し
た
の
は

六
月
か
ら
の
五
力
月
間
だ
が
、

同
社
は
五
年
ほ
ど
剛
か
ら
の
偽

装
を
認
め
た
上
で
、
.
「
愛
知
産

が
足
り
な
い
時
期
に
中
国
産
で

補
っ
た
」
と
説
明
し
た
。

同
社
が
ウ
ナ
ギ
を
卸
し
て
い

た
の
し
、
岐
阜
需
山
市
飛

騨
市
下
呂
市
、
郡
上
市
の
小

売
店
や
飲
食
店
ホ
テ
ル
、
旅

1

雑
居
ピ
ル
で
起
き
た
主
な
火

災
に
は
、
 
9
年
九
月
に
四
十

四
人
が
死
亡
し
た
東
示
・
新
宿

の
歌
錘
伎
町
ビ
ル
火
災
が
あ

る
。
鰹
者
の
ほ
と
ん
ど
が
一

兇
炭
素
(
C
9
中
毒
で
亡

く
な
っ
た
。
.
五
階
建
て
ビ
ル
の

践
や
踊
り
場
が
ロ
ッ
カ
ー
や

段
ボ
ー
ル
箱
な
ど
で
ふ
さ
が
れ

て
い
た
た
め
避
難
経
路
と
し
て

使
え
な
か
っ
た
。
翌
年
に
大
幅

改
正
さ
れ
た
消
望
で
は
、
消

防
署
が
事
前
通
告
な
し
に
立

入
り
調
査
し
、
障
害
物
の
撤
去

な
ど
の
是
正
命
令
を
出
せ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

そ
れ
で
も
、
避
難
経
路
が
限

ら
れ
る
と
い
う
根
本
的
な
問
題

は
ビ
ル
の
構
造
に
よ
る
た
め
対

応
が
難
し
い
。
今
回
の
現
場
の

ビ
ル
は
、
歌
舞
伎
町
火
災
の
ビ

火
災
で
焼
け
た
の
は
四
階
約

九
十
三
男
厨
の
う
益
干
五

平
方
厨
ほ
ど
だ
っ
た
が
、
多
く

の
人
が
逃
げ
遅
れ
た
。
山
村
所

長
は
「
出
入
り
口
付
近
で
出
火

す
る
と
、
室
内
は
妻
上
密
閉

■
■
田

館
な
ど
計
約
七
喜
責
消

者
に
直
接
販
売
は
し
て
お
ら

丈
納
口
器
の
伝
票
に
愛
知
県

産
と
虚
偽
の
内
容
を
記
載
し
て

出
荷
し
て
い
た
。

確
認
が
不
十
分

社
長
が
謝
罪

偽
装
発
覚
孝
・
け
、
高
山
水

産
青
果
の
東
勇
隆
社
長
う
が
十

七
日
、
.
高
山
禹
で
会
見
し
、

屋
地
表
示
へ
の
意
識
の
不
足

も
あ
り
、
確
認
が
不
十
分
だ
っ

た
」
と
謝
罪
し
た
。

東
社
長
に
よ
る
と
、
ウ
ナ
ギ

の
仕
入
れ
か
ら
販
売
ま
で
を
、

一
人
の
昔
が
担
っ
て
お
り
、

顧
客
が
希
望
す
る
国
産
ウ
ナ
ギ

の
を
確
保
で
き
ず
、
中
国
産

を
交
ぜ
る
な
ど
し
て
い
た
と
説

明
偽
装
を
見
抜
け
な
か
っ
た

原
因
に
つ
い
て
、
東
社
長
は

二
人
に
任
せ
て
お
り
、
伝
票

の
チ
エ
ッ
ク
体
制
が
軍
分
だ

つ
た
。
組
織
的
で
は
な
い
」
と

釈
明
し
た
。
今
後
は
複
燮
で

伝
票
を
確
認
す
る
な
ど
の
対
策

を
取
る
考
え
を
示
し
た
。

東
社
長
は
「
飛
豐
域
に
食

材
を
提
供
す
翌
場
で
あ
り
な

が
ら
、
関
係
者
や
、
二
者
の
皆

さ
ま
に
、
大
変
な
る
こ
迷
惑
を

か
け
た
こ
と
を
深
く
お
わ
ぴ
す

名
古
屋
市
階
段
に
荷
物
な
ど
那
件

大
阪
市
北
区
の
雑
居
ビ
ル
火
災
で

は
、
多
く
の
鰹
者
が
逃
げ
場
を
失
っ

た
状
態
で
病
院
に
運
ば
れ
た
。
中
部
の

消
防
関
係
者
や
専
門
家
は
「
避
難
経
路

の
確
保
」
の
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
訴

え
る
。名

古
屋
市
消
防
局
L
雑
巨
ル
を
対

象
に
、
讐
が
義
務
化
さ
れ
て
い
る
消

防
設
璽
定
期
検
査
し
て
い
る
が
、
違

反
は
後
を
絶
た
な
い
と
い
う
。
消
防
局

に
よ
る
と
、
禹
に
は
屋
内
に
腹
が

+

f

空
間
に
な
る
。
今
回
も
多
く
の

人
が
煙
に
ま
か
れ
て
し
ま
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
避
難
器
具
は

竪
さ
れ
て
い
た
は
ず
だ
が
、

使
う
間
も
な
か
っ
た
だ
ろ
う
」

と
推
測
す
る
。

編
集
日
誌

0
・
・
・
二
十
四
人
の
死
亡
が

確
認
さ
れ
た
ビ
ル
火
災
。

大
阪
戸
、
,
;
.
は
放
火
と
殺
人

容
疑
で
捜
査
を
始
め
ま
し

た
(
1
面
な
ど
)
。
入
居

し
て
い
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

は
こ
の
日
、
休
職
者
の
職

場
駕
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
予

定
さ
れ
て
い
た
そ
う
で

す
。
あ
ま
り
に
重
く
、

い

た
ま
し
い
事
件
。
記
者
を

大
阪
に
黍
し
て
取
材
を

続
け
て
い
ま
す
。

0
1
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
三
回

号
の
前
包
の
対
象

が
高
齢
者
に
広
が
り
ま
し

た
。
歓
迎
の
声
が
上
が
る

一
方
、
移
ろ
い
が
ち
な
政

府
の
方
針
に
戸
惑
う
自
治

体
も
少
な
く
な
い
よ
う
で

す
。
(
1
、
 
3
、
釜
)

0
・
・
・
変
異
株
へ
の
対
応
に

・
追
わ
れ
た
一
一
0
三
年
の

世
界
の
デ
ー
タ
を
部
面
で

お
伝
え
し
ま
す
。
紙
面
を
四

九
0
度
回
転
さ
せ
て
お
読
屯2

み
く
だ
さ
い
。
・
(
青
)

2

る
。
今
回
の
起
訴
内
容
で
は
、

こ
の
う
ち
二
0
一
七
1
一
八
年

に
倒
産
手
続
き
中
の
会
社
の
預

か
り
金
や
高
齢
女
性
の
、
産
を

だ
ま
し
取
る
な
ど
し
て
得
た
約

一
一
釜
千
六
百
万
円
の
所
得
を

隠
し
、
所
得
税
約
六
千
五
百
万

円
を
脱
税
し
た
と
さ
れ
る
。

愛
知
県
弁
護
士
会
に
よ
る

と
、
、
渡
稜
告
は
十
一
月
三
十

日
付
で
退
会
し
、
弁
護
士
業
務

は
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。

地
検
は
渡
椴
告
と
と
も
に

菰
罪
な
ど
に
問
わ
れ
て
い
る

同
雷
区
、
元
会
社
役
員
崎
田

浩
被
告
(
五
δ
も
所
得
税
法
違
反

罪
で
起
訴
。
一
七
S
一
八
年
で

約
一
三
千
百
万
円
の
所
得
を

隠
し
、
所
得
谿
五
千
万
円
を

脱
税
し
た
と
さ
れ
る
。

か
ら
勞
向
に
煙
が
一
気
に
広
が
っ
て

い
く
。
一
花
炭
烹
に
な
る
恐
れ

が
大
き
い
。
避
難
経
路
の
確
保
な
ど
防

火
対
策
を
意
識
し
て
ほ
し
い
」
と
指
摘

す
る
。
万
が
一
の
際
に
は
、
で
き
る
だ

け
低
い
姿
勢
で
逃
げ
る
こ
と
が
大
切
と

、
う
。岐

吊
消
防
本
部
も
、
禹
の
繁
華

街
な
ど
に
あ
る
雑
居
ピ
ル
千
八
百
六
十

三
棟
に
対
し
、
三
年
に
一
度
の
立
ち
入

り
検
査
を
実
施
す
る
。
火
災
報
知
機
や

、
'
.
、
灯
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い
る
か
に

加
え
、
二
0
0
一
年
に
糟
・
歌
錘
伎

町
の
雑
居
ビ
ル
で
四
十
四
人
が
死
亡
し

た
火
災
以
降
は
、
避
難
経
路
が
通
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
、
新
聞
や
段
ボ

ー
ル
な
ど
の
黒
物
を
置
い
て
い
な
い

か
、
な
ど
を
厳
し
く
チ
エ
ッ
ク
し
て
い

る
。

消
防
設
備
に
詳
し
い
豊
橋
技
術
科
学

大
の
中
村
祐
藪
授
は
「
特
に
古
い
雑

居
ピ
ル
で
は
、
火
災
時
に
防
火
扉
が
機

能
し
な
か
っ
た
り
、
非
常
腹
を
物
が

ふ
さ
い
で
逃
げ
ら
れ
な
、
つ
た
り
す
る

こ
と
が
多
い
。
消
防
の
指
に
従
い
、

普
段
か
ら
避
難
経
路
の
確
保
に
気
を
配

る
こ
と
が
必
要
だ
」
と
語
る
。

、

'

雄
し
き
も
戦
は
、

き
誇
り
と
と

=

■
■

る
」
と
語
っ
た
。

★
脱
税
の
罪
で
元
弁
護
士
起
訴

幻
世
紀
法
律
事
務
所
(
名
古

屋
棗
区
)
の
元
弁
護
士
渡
、

一
平
被
告
(
五
δ
゛
同
市
瑞
穂

区
詐
欺
罪
な
ど
で
公
判
中
訓

ら
が
、
依
頼
人
の
ー
を
だ
ま

し
取
っ
た
と
さ
れ
る
事
件
で
、

名
古
屋
地
検
は
十
七
貝
所
得

税
法
違
反
(
脱
送
の
罪
で
渡

稜
告
を
起
訴
し
た
。

渡
稜
告
は
こ
れ
ま
で
に
、

依
頼
元
の
会
社
や
高
齢
女
性
か

ら
計
約
四
億
五
千
万
円
を
詐

取
横
領
し
た
な
ど
と
し
て
、

=

名
古
屋
地
驚
綴
に
四
度
に

わ
た
り
逮
趙
起
訴
さ
れ
て
い

.

仁
,

0
,

X

二

◎

1

(第3種郵便物認可)

被害者が複数出た主な放火事件

1990年兵庫県尼崎市のスサパー
3月で放火、]5人死亡

99年5月横浜市のマージャン店で
放火、7人死亡

2000年神戸市のテレホンクラブ
3月で放火、4人死亡

m年5月青森県弘前市の武富士弘
前支店で放火、5人死亡

9月東京都新宿区歌舞伎町の
ビルで火災、U人死亡。
視庁が放火の可能性を

視野に捜査

0昨10月大阪市浪速区の個室ビデ
オ店で放火、16人死亡

09年7月大阪市此花区のパチンコ
店で放火、5人死亡

19年7月京都市の京都アニメーショ
ンで放火、36人死亡

レ
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太陽光発電施設の建設
が想定される一帯

2021

..ゞ

11弐「マ
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